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はしがき 
 アワビ養殖を行うに当たっては，予めその収益性を検

討しておかねばならない。したがって収益性が計算でき

る基礎資料が必要となる。成長に関する資料は収入計算

に欠かせない基礎資料の一つである。 

 この成長に関する資料は，アワビの市場価格が季節に

より上下することと，アワビが日々成長するということ

を考慮すれば，少なくとも月齢別の資料が要求される。 

 アワビの成長について，岩手県沿岸の11漁場における

エゾアワビを調べた広瀬（1974）によると，同一地域の

相接する漁場でも成長の差が認められ，殻長９㎝に達す

る平均年数は最高10年，最低４年の開きがあると報告し

ている。また，井上・大場（1980）は僅か数10mの距離

を隔てて隣接する漁場間においても成長が極端に異なる

例があると述べている。 

 このようにアワビの成長は地域特性が強いから，神奈

川県下でアワビ養殖を考える場合には，少なくとも県下

に成育するアワビの成長資料，できれば人が給餌した飼

育アワビの月齢別成長資料で収入を計算すべきである。 

 県下におけるアワビの成長に関する研究報告として田

内（1981，1984）田内他（1984）があるが，これは天然

漁場あるいは人工魚礁漁場に種苗放流したアワビを再捕

し，その殻長組成を基に年齢別殻長を推計したもので，

月齢別の殻長に関する資料ではない。 

 県下での養殖アワビの成長に関する研究報告は，水津

（1983）が三浦市松輪地先で２年半程養殖したマダカア

ワビとクロアワビについて報告している。これは測定資

料が欠落した月が多く，月齢資料としては補足が必要で

ある。 

 ここでは，アワビ養殖の可否を判定するためのメガイ

アワビ飼育試験の中から，月齢別の成長資料を得たので

報告する。 

 

材料及び方法 
 試験飼育したアワビは，1984年10月から1984年12月の

間に神奈川県栽培漁業センターで採卵し，平均殻長4.7

㎝まで陸上池で飼育成長したメガイアワビ280個を用い

た。これらの試料アワビは，予め殻長で選別してサイズ

を揃えて飼育試験に供したので，生まれた月はずれてい

ても，飼育開始時ではほぼ同じ大きさの殻長である。 

 だから厳密には飼育アワビの採卵月は不明であるが，

ここでは飼育アワビの月齢を1984年10月生まれとして扱

った。 

 

図１ アワビ飼育試験実施位置 
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 飼育期間は，1986年10月３日から1988年12月19日まで

の期間26ヶ月である。 

 飼育場所は，図１のアワビ飼育試験実施位置図に示し

たように，東京湾と相模湾の間に突き出た三浦半島の先

端にある神奈川県三浦市三崎漁港内で三崎瀬戸と称され

る流れが早い場所である。海底は岩礁で，水深は最低潮

時で約３mである。 

 飼育方法は，江川・石戸谷（1986）の浮沈式アワビ養

殖生簀を図２のアワビ飼育生簀構造図に示したように一

部改良した生簀で（アワビ付着可能面積4.4㎡），これを

海底に沈設し，給餌の時海面に浮上させ，給餌直前に採

集したカジメを与えた。 

 試験生簀は，蓋や棚の天井に付着したアワビが下の棚

や底に一旦降りると再び元の付着位置に戻れるとは考え

られない構造になっている。 

 

 

 

図２ アワビ飼育生簀構造図 
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 給餌間隔は，毎週１回を原則とし飼育期間の26ヶ月間

に98回給餌した。給餌量は，平均殻長8.4㎝に成長した

1987年8月以降，１回平均8.5㎏都合602.5㎏与えた。 

 月齢成長資料は，毎月１回生簀を陸上に揚げてノギス

を用いて殻長を測定した。測定個体数は原則として１回

当たり100個体とした。但し，1988年12月の飼育試験終

了時の測定は生存していた257個体全てを対象とした。 

 重量測定は，飼育アワビの歩留まりに影響を与えない

配慮から，1988年12月の飼育終了時の１回だけ，生簀に

付着したアワビを剥がして257個体測定した。測定に当

たっては，殻に付着している物を除去した。 

 メガイアワビの成長は，月々測定した平均殻長と５㎜

間隔の殻長組成から検討した。殻長と殻付重量の関係は，

1988年12月の測定データを基に算出した。飼育場に関す

る水温は，隣接水域で午前と午後に表面水温を測定し，

これを１ヶ月単位で平均した値（月データ数は40以上）

を用いた。 

 観察は，月１回の殻長測定時に生簀の蓋を開けた際，

目視と撮影した写真を用いた。 

 

結 果 

 図３の５㎜間隔の殻長組成図に示すとおり，1986年10

月の飼育開始時の殻長は予め殻長を揃えただけに個体差

が小さく，4.5㎜から5.0㎜級が88％，残りは5.0㎜から

5.5㎜級が10％，5.5㎝から6.0㎝級が２％と偏りが大き

い３階級であったが飼育開始から５ヶ月後には，個体差

が広がり５階級に分かれ，正規分布に近い殻長組成にな

っている。 

 殻長組成に現れたモードだけの出現頻度（％）をみる

と，飼育開始から12ヶ月たった1987年９月までは，全体

の40％以上を示す月が出現していたが，同年10月以降は

40％以上を示す月は出現せず，1988年12月の飼育試験終

了時には，モードの頻度は30％以下に下がった。図３は

飼育経過月を追って個体差が広がっていく様子を示して

いる。 

 また，飼育開始時に３階級しかなかった組成は，８ヶ

月経過すると９階級に広がり1988年９月のように11階級

の出現もみた。このように図３は飼育月の経過とともに

個体間の成長に遅速が現れたことも示している。 

 成長が著しく遅れる個体が目立ち始めたのは，1987年

６月頃で，1988年５月以降には平均殻長から1.5㎝以上

小さい個体が測定個体の約５％を占めるに至った。 

 1987年の８月と９月の組成は殆ど差がなく成長が停滞 
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図３ 月別殻長組成図 

 

していたことを示しているが，この時期は，図４にみる

ように月別水温が最も高い時期に当たっていた。 

 図３の殻長組成図のモードの階級をみると，1988年５

月（月齢43）から試験飼育終了時の同年12月まで10.5㎝

からll.0㎝級にモードがあり変化していない。 

 図４に月齢別の平均殻長を示した。この殻長変化は，

月平均0.5㎝程成長する成長期（飼育開始から４ヶ月経

過した1987年２月まで），夏季には停滞するが月平均0.3

㎝程成長する成長期（1988年３月まで），殻長がほとん

ど成長せず一定の大きさに収束する成長期と一月成長速

度から成長を３期に区分されることを示している。 

 水温と成長の関係を図４からみると，年間通して最も

水温が高い８月に殻長成長が停滞した以外には，20℃を

越えた夏季にも15℃以下に下がった冬季にも成長への影

響は現れていない。 

 

図４ 年月別アワビ成長（平均殻長）と水温変化 

 

 飼育試験終了時に測定した殻長と殻付重量から両者の

関係は図５のとおりで，関係式は， 

Ｗ＝0.204Ｌ2.8742 

Ｗ：殻付重量（付着物除去）(g) 

Ｌ：殻長（㎝） 

 殻長と重量の関係式は，神奈川県内産の天然クロアワ

ビで近山（未発表），静岡県伊豆の天然メガイアワビで

野中他（1969），養殖クロアワビとマダカアワビ混じり

で水津（1983）が出している。 

 

図５ 飼育アワビの殻長と殻付重量の関係 

 

 表１ アワビの殻長と殻付重量の関係式から 

    算出した殻付重量(g)の比載 

殻     長(cm) 
関 係 式 研究者 

9.0 10.0 11.0 12.0 

Ｗ＝0.2040Ｌ2.8742 亀山他 112.8 152.6 200.8 257.8 

Ｗ＝0.2460Ｌ2.788 水 津 112.5 150.9 196.9 251.0 

Ｗ＝0.0271Ｌ3.5765 近 山 70.1 102.2 143.7 196.1 

Ｗ＝0.O191Ｌ3.701 野中他 64.9. 95.9 136.5 188.4 
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 表１はこれら４つの関係式から殻長別の重量を算出し

比較したものである。 

 この数値から，種は異なっていても，給餌飼育したア

ワビには殆ど差がないが，天然アワビと飼育アワビとの

間には殻長９～12㎝間で約50％近い大きな差があった。

換言すると同じ殻長であれば給解飼育アワビは天然アワ

ビより約50％重くなっている。 

 

考 察 
 試験飼育によるメガイアワビの殻長の伸びは，急成長，

緩成長を経て成長が収束するＳ字曲線を描く。この曲線

は，クロアワビとマダカアワビ混じりで飼育した場合

（水津1983）に近似している。 

 天然アワビの殻長成長が11㎝前後で止まることはない

ことから，この11㎝前後での殻長成長の収束現象減少は

生簀内で飼育した場合のアワビ特有の現象の一つと見る

ことができよう。 

 写真２・３は，生簀の蓋の天井に付着したアワビの状

態が，アワビとアワビの接触がどうにか避けられる間隔

の過密配置になっていることを示すもので，生簀内の殻

長成長の収束現象に関係している可能性を示唆するもの

の一つに挙げられよう。 

 また，生簀の天井に付着したアワビの位置は，月１回

の観察では，殆ど変わらず26ヶ月の飼育期間を通じて，

蓋の天井に付着していたアワビ群の付着面積域が約2.0

倍に拡大（写真１・２）したことと，天井から棚や底に

墜落や降下などで不在になったアワビの跡への移動が認

められる程度であった。これらのことから，索餌及び摂

餌のための行動が小さくてすむ飼育アワビの行動範囲の

狭さを窺い知ることができる。この行動範囲の狭さは，

飼育アワビが天然アワビに比較し，肥満体であることに

結び付く要因の一つでもあろう。 

 水温と天然アワビの殻長成長関係で，井上・大場

（1980）は，マダカアワビを用いて，水温が20℃までは

水温の高いほど成長がよく，20℃を越えると水温との関

係は不規則となり，高水温を示す７月以上産卵期にかけ

て成長が悪くなる。すなわち１～６月頃の期間に成長が

よく，７月から12月頃に成長が悪いことになる。と報告

しているが，給餌飼育のメガイアワビの場合，８月～９

月の高水温時以外では，水温と殻長成長の関係で井上・

大場の報告のような良悪現象は観られなかった。 

 アワビの主要餌料であるカジメ群落の現存量について

大野・石川（1982）は季節によってかなり差がみられた，

と報告している。筆者らも給餌のためのカジメ採集作業 

表２ メガイアワビ月齢別月別平均殻長（㎝） 

年 1986 1987 

月 10 11 12 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 

月齢 24 25 26 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 

平均殻長 4.7 5.5 6.0 6.7 7.0 7.1 7.6 7.8 8.1 8.4 8.4 8.8 9.1 9.3 

 
年 1988 

月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

月齢 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50

平均殻長 9.5 9.810.2 10.310.3 10.610.610.7 10.710.7 10.71O.7

 

を通して，季節によって採集時間に長短が生じることを

経験している。これらのことは，アワビが摂餌できる状

態の寄り藻の多寡にも季節性があることを示唆している。 

 アワビの摂餌量に季節変化があれば，成長は摂餌量と

直接的関係にあるから，当然成長にも季節変化が現れる

であろう。したがって，水温と成長の関係を両者の関係

からだけで捉えた井上，大場（1980）の報告には疑問が

残るし，少なくとも給餌飼育アワビの成長と水温関係は，

摂餌量を通しての水温で捉えていくべきである。 

 表２は，飼育アワビの月別平均殻長を示してあるが，

この殻長には飼育群から著しく成長が遅れた個体も含ま

れている。養殖アワビを出荷する場合平均殻長から1.5

㎝小さい個体約５％を除くとして，売り上げ額計算に用

いる月齢42（1988年５月）以降の出荷平均殻長の推計は

表２の値を次式で補正すべきであろう。 

 出荷平均殻長＝（平均殻長－1.5㎝×0.05）／0.95 

 

要 約 
(1) アワビ養殖の収益性を検討するには月別の成長に

関する資料が必要である。 

(2) 神奈川県三浦市三崎漁港内で，メガイアワビを給

餌飼育し月別の殻長成長資料を得た。 

(3) 試験飼育アワビは，水深約３m（最低潮時）の海底

に沈設した生簀で，1986年10月から1988年12月までの

26ヶ月飼育した。 

(4) 飼育アワビ殻長は，飼育月の経過とともに，個体

差が大きくなった。 

(5) 夏季の高水温時の１ヶ月程殻長成長が停滞したが，

他の時期には成長への水温影響はみられなかった。 

(6) 飼育アワビの殻長と重量の関係は次式 

   Ｗ＝0.204Ｌ2.8742 Ｗ：殻付重量(g) Ｌ：殻長(㎝) 

飼育アワビの重は，同じ殻長の天然アワビの1.5倍であ

った。 

(7) 飼育アワビの殻長成長は，約ll㎝前後で停止した。 

(8) 飼育アワビは，生簀内で殆ど移動せず行動範囲は
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極端に狭いし，過密配置で生簀の天井等に付着してい

た。 

(9) 養殖アワビの売り上げ予定額を計算するには，平

均殻長から1.5㎝小さい個体を除いて修正した出荷平

均殻長で補正すべきであろう。 
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写真１ 1987年10月（飼育開始後12ヶ月経過） 
月齢36 生簀蓋に付着したアワビ 

 

 

写真２ 1988年12月（飼育開始後26ヶ月経過） 
月齢50 生簀蓋（写真１と同）に付着したアワビ 

 

 

写真３ 写真２のアワビを剥離アワビ 


